
　メガネの産地福井県のメーカーをは
じめ、昨年出展したほとんどの国内企
業、来場者からの期待の声に後押しさ
れ、安全を確保しながら経済を回すた
めにも「第33回国際メガネ展IOFT」
を、10月27日～29日の3日間に予定通
り開催すると、主催社のリードエグジビ
ションジャパン㈱と（一社）福井県眼鏡
協会が揃って宣言した。
　福井県眼鏡協会の谷口康彦会長は
「2カ月前（5月末）までは迷っている福
井県の企業はあったが、会社も産地も
このままでは成り立たない。コロナの影
響で売上は激減し、今までにない大打
撃を受けている。産地の活性化のため
にもIOFTを成功させたい。IOFTにか
ける想いは例年の100倍。IOFTをやっ
て良かったと言えるようにしたい。全て
の会社と言っていいほど同じ気持ちに
なっている。」とIOFT開催への意気込
みを述べた。
　リード社のIOFT統括事務局長岡部
憲士氏は「出展社とバイヤーから多く
の開催を望む声が直接寄せられてい
る。こういう時こそ、しっかりと安全を確
保しながら経済を回すために開催する
ことが大切。IOFTは祭りではなく商談
の場。今回は違った意味で大事な開催
となる。IOFTを開催し、眼鏡業界に貢

献したい。
テーマは
“多くの人
に来場頂く
こと”。バイ
ヤーに加

え、全メガネ店の店長、店員が来場す
るIOFTを目指します。」とした。
　会場は初めてとなる、東京ビッグサイ
ト青海展示棟。例年と異なり、ゆりかも
め「青海駅」又は、りんかい線「東京テ
レポート駅」が最寄りとなるので注意し
たい。
　出展企業は昨年出展したほとんどの
企業に加え、新規出展社も増加傾向に
あるということから、270社を見込む
（前回は304社）。
　会場レイアウトも「福井ゾーン」をは
じめ、「国内デザイナーズエリア」、
「IOFTブティック」、「海外デザイナーズ
エリア」、「ラグジュアリーゾーン」、「ア
ジアOEMゾーン」と例年通りに計画。
来場者数は1万4000人を目指す。ただ
し、海外の出展社と来場者について
は、状況次第となり不透明な状態が続
く。海外バイヤーからは最小人数のバ
イヤーだけでもPCR検査を受けるな
ど、どうにかして仕入れに行かせたいと
の熱望の声があるとのことだが、期待し
て待つしかない。
　商談展として充実させるための企画
は、商談の場として自由に利用できる
眼鏡店専用テーブルが眼鏡店ラウンジ
内に設置される。前回は177社が利用
した。特に遠隔地の店の利用が多いと

のことで、社
長以外の店
長や販売員
が利用でき
る点が評価
されている。
チェーン店

向けには、店長会議や営業会議が行え
るよう、会議室の無料貸出がある。また
来場できない人や来場後の商談に利
用できるオンライン商談も新企画とし
て実施。9月中旬頃に登録開始となる
予定だ。

　例年日本全国の店長や販売員が参
加し好評の特別講演は3つ用意され
る。
　メガネ店成長戦略がテーマとなる講
演1は、「非常時に試される真の実力」
を題材に㈱ビジョナリーホールディン
グス代表取締役社長の星﨑尚彦氏
が、27日の11時から講演する。
　EC戦略をテーマとした講演2（28日
10時15分～11時45分）では、オーマ
イグラス㈱代表取締役社長の清川忠
康氏が「アフターコロナを見据えた
オーマイグラスのEC戦略」を話す。続け
て、㈱ジンズCX戦略本部本部長・新
規事業開発室室長の向殿文雄氏が
「アフターコロナ時代を見据えた、JINS
のO2O戦略」を話す。ブランディング戦
略がテーマの講演3（28日12時45分
～14時15分）は、㈱三越伊勢丹執行
役員MD統括部化粧品グループ長の
小宮仁奈子氏が「『イセタンミラー』
ファンづくりの秘訣」を話し、続けて㈱
資生堂バウムグローバルブランドユ
ニットグローバルブランドマネージャー
の 西 脇 文 美 氏 が「 新ブランド
『BAUM』、SDGsと顧客ニーズを両立
させるブランディング戦略」を話す。
　その他、特設コーナー、第33回日本
メガネベストドレッサー賞、専門技術セ
ミナー、第24回日本メガネ大賞2020、
SDGs推進企画、一般消費者への「メ
ガネ需要啓発」のためのSNSの発信・
TVや雑誌の強化、インフルエンサーに
よる拡散など、様々なイベントや企画で
IOFTを盛り上げていく。

産地活性化のためにもIOFTを成功させたい

　プラチナ・ジュエ
リーの国際的広報機
関であるプラチナ・ギ
ルド・インターナショナ
ル㈱が、主要4カ国（日
本、中国、インド、アメ
リカ）において、ジュエ
リー顧客層への新型
コロナウィルスの影響
に関する調査を実施。
調査結果として、新型
コロナウィルスがジュ
エリーの消費者にも
大きな影響を及ぼして
いるものの、さまざま
な価値観や人間関係
が見直されている中
で、ジュエリーの存在
意義もあらためて感じ
られていると8月に発
表した。
　その中で、日本市場
の調査結果として、
「新型コロナウィルス
が女性の生活に及ぼ
す影響トップ3」は、①
自分の人生や優先順
位を見直す良いきっ
かけになった（82％）、
②支出を抑えている
（80％）、③経済情勢
や自分の家計を考え
ると、何にどうお金を使うか注意深くし
ないといけない（74％）、と様々な見直
しへの意識が浮き彫りになった。
　しかし、ジュエリーに関する調査結
果では、コロナ禍においても、62％の女
性がジュエリーの購入にお金を使う意
思がある。その内41％はこれまでと同
程度かそれ以上の金額を使う意思が
あると回答。コロナ収束後に、今まで以
上にジュエリーにお金をかけたいと回
答した女性にとって、個人的な意味の
あるものを購入したいという欲求が主
要な動機となっている。
　また、19の選択肢の中で、女性が通
常以上にお金をかけたいと答えたトッ
プがジュエリーの59％。2位が旅行

（55％）、3位腕時計（51％）と
なった。
　さらに、男性の70％がコロナ
収束後にこれまでと同程度か
それ以上のお金をかけてジュ
エリーを大切な人に贈りたい
と回答。コロナ収束前であって
も、ジュエリーを贈りたいと回
答した男性は53％に上った。
　なお、夫婦関係において「配
偶者（パートナー）にあらため
て感謝している」のは男性
85％、女性82％。「配偶者
（パートナー）がいてくれること
にこんなに感謝したことはな
い」という男性は67％、女性
56％となった。

　コロナ禍は、配偶者やパート
ナーとの絆を再確認する機会
となった。とくに男性の方がよ
り強く妻やパートナーがいてく
れることのありがたみを実感し

ている。また、男性対象者の多くが感謝
の形としてジュエリーを贈りたいと答え
ていることは、コロナ収束を待たずとも
ジュエリーに大きな関心があることを
示唆。プラチナ・ジュエリーが、夫婦間
ギフトとしてのジュエリーに「純粋な絆、
かけがえのない感謝、永遠の結びつ
き」といった意味性を付加しうると考え
られる。また、多くの男性がこれまで以
上の金額のジュ
エリーを贈りた
い（ 収 束 前
5 3％、収束後
70％）と回答し、
その大きな理由
として「相手がし

てくれたことにお礼をしたい」という点
にも目を向けたい。
　また、多くの女性がジュエリーに自
分にとっての意味性（パーソナルミーニ
ング）を感じているからこそ、これまで
以上の金額をコロナ収束後にかけたい
と思っている。日本の女性たちも自粛生
活の中でブランド名よりも本質的な価
値に目を向けるようになった。ジュエ
リーのパーソナルミーニングを提案す
ることが、コロナ禍を乗り越えたジュエ
リー市場の復興に繋がるのではないだ
ろうか。プラチナ・ジュエリーはその本
物感と純粋・希少・永遠という価値を
身に着ける人にとってのストーリーに
転換しうると考えられる。

▽調査対象＝単価10万円以上のジュ
エリーを過去24カ月間に入手したか、
今後24カ月以内に入手意向がある男
女20～69歳（男性429名、女性571
名）、全国主要10都市、調査機関4月
23日～5月10日、インターネット調査。
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10月27日～29日
東京ビッグサイト青海展示棟IOFT2020
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新しい生活様式のビジネスシーンに 全国初「感染症対策総合展」。9月9日～11日、名古屋で開催

　新しい生活様式のビジネスシーンに欠かせない感染症予防対策として、100社を超える出展社から数百点の感染症予防対策製
品が一堂に展示される全国初の「感染症対策総合展」が、9月9日～11日の3日間、ポートメッセなごや第2展示館で開催される。
　今後も新しい生活様式を模索しながら、経済活力を取り戻す段階へと進めていくことが極めて重要。ビジネスの確立に向けた
ヒントとなるよう開催される。
　工夫をこらした数百点に及ぶ感染予防に活用可能な製品・システム等が一堂に会すほか、感染リスクを目に見える形で提示す
るなど、様々な感染症対策が提案される。入場には事前の登録が必要。https://k-taisakuten.com/　　

第2414号　（昭和25年2月28日第3種郵便物認可）   　 2020年（令和2年）9月1日　　（1）


